
目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

鉄道駅乗降人員
78,698人維持
（令和5年度1日平均）

鉄道駅を地域の広域幹線として位置付
け、駅へのアクセス確保、利用継続を
支える施策を一体的に推進

市内4駅におけ
る一日平均乗降
人員

　令和7年度　81,805人
（参考）
　令和6年度　80,631人

地域特性に応じた公共交通の再編により、駅への
アクセス確保と利便性の向上を図る。

引き続き現行目
標に基づき取組
を進める。

（記載に当たっての留意事項）

・　本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・　毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と記載して下さい。

・　一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・　月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

狭山市地域公共交通計画の評価等結果（７年４月～８年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

令 和 ８ 年 ６ 月 １ ８ 日 開 催
第１回狭山市地域公共交通活性化協議会 資料１

・　地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
　　参考資料として添付して下さい。

令和８年７月１日　追加資料


